
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
阿
南
安
芸

自
動
車
道
（
地
域
高
規
格
道
路
）
の
一

部
で
あ
り
、
四
国
横
断
自
動
車
道
と
連

絡
す
る
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。
早
期

の
工
事
着
手
に
向
け
、
調
査
設
計
お
よ

び
用
地
買
収
を
推
進
し
ま
す
。

　

桑
野
道
路
・
福
井
道
路
は
、
高
規
格
幹
線

道
路
の
空
白
地
帯
を
補
完
し
、
四
国
８
の
字

阿
南
安
芸
自
動
車
道

桑
野
道
路
・
福
井
道
路
の
整
備

「
安
心
」
と
「
活
力
」
を
支
え
る

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

国
道
55
号
阿
南
道
路
の
整
備

一般国道自動車専用道

徳島
徳島東
津田

桑野

小野

美波

牟岐

野根

海陽

小松島

鳴門

阿南

安芸

成
完
期
早

化
業
事
期
早

神戸淡路鳴門自動車道

四国縦貫自動車道

道
車
動
自
断
横
国
四

日和佐道路

路
道
野
桑

路
道
井
福

路
道
部
海

進
促
備
整

供用区間

有料道路区間

新直轄区間

事業箇所

未事業化区間

供用区間

高速自動車国道

地域高規格道路

特に緊急性の
高い区間
〈H27～都市計画・環境
アセスメントを進めるた
めの調査〉

間
区
化
業
事
未

阿南安芸自動車道

四国横断自動車道

開通見通し未公表

平成31年度開通予定

平成32年度開通予定

高速道路ネットワークは、災害発生時における地域
の孤立化を防ぎ、迅速な救急・救援活動を支えると
ともに、地域経済・産業の活性化に資する重要な社
会資本です。地域の安心、活力の両面を支える「四
国８の字ネットワーク」の一部として、四国横断自
動車道（阿南～徳島東）や阿南安芸自動車道桑野道
路・福井道路の整備が進められています。また、第
１次緊急輸送道路の一般国道 55 号阿南道路におい
て、那賀川大橋付近の４車線化等が進められています。

道路
四
国
横
断
自
動
車
道

（
阿
南
～
徳
島
東
）の
整
備

　

四
国
横
断
自
動
車
道
阿
南
～
徳
島
東

は
、
西
日
本
高
速
道
路
㈱
が
事
業
中
の
徳

島
自
動
車
道
徳
島
東
Ｉ
Ｃ
～
徳
島
Ｊ
Ｔ
Ｃ

間
と
接
続
す
る
こ
と
で
、
既
に
開
通
済
み

の
徳
島
自
動
車

道
や
高
松
自
動

車
道
と
連
結

し
、
高
規
格
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
と
災
害
時

の
代
替
路
と
し

て
の
役
割
を
担

う
こ
と
を
目
的

と
す
る
事
業
で

す
。

羽ノ浦町岩脇付近工事のようす

市民の皆さまが生き生きと輝き、安全で安心して暮らすことができる「住みよいまち」の実現
のためには、高速道路ネットワークをはじめ河川の治水・利水、農業用水の確保、地域医療の
確立など社会資本の整備が欠かせません。本市は住みよいまちを構築するため、近隣自治体や
各種団体とともに、国や県に積極的に社会資本整備の要望活動を行い、各種事業を推進してい
ます。事業の進捗状況や要望活動の成果をご報告します。

～社会資本の整備を推進～

住みよいまちの
実現に向けて

特集

那賀川町中島付近工事のようす

特集 住みよいまちの実現に向けて

　

一
般
国
道
55
号
阿
南
道
路

は
、
小
松
島
市
か
ら
阿
南
市

に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
緩
和

や
交
通
安
全
の
確
保
を
目
的

と
す
る
事
業
で
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
平
成
31

年
度
の
那
賀
川
町
中
島
か
ら

西
路
見
町
江
川
間
の
４
車
線

化
の
完
成
に
向
け
て
、
橋
梁

工
事
や
改
良
工
事
を
推
進
し

ま
す
。

国道55号阿南道路　那賀川大橋付近４車線化完成イメージ図

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
自
然

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
基
幹
道
路
が
寸
断
す

る
な
ど
、
地
域
の
孤
立
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
時
は
地
方
創
生
の
礎
と
な
り
、
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
「
活
力

の
道
」
と
し
て
、

災
害
時
に
は
緊
急

輸
送
道
路
の
機
能

を
有
す
る
「
命
の

道
」
と
し
て
、
高

速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
整
備
し
て

い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
高

速
道
路
や
河
川
整

備
な
ど
国
が
行
う
直
轄
事
業
の
推
進
を
図
る
た

め
、
阿
南
商
工
会
議
所
を
中
心
に
各
種
団
体
等

で
組
織
し
た
「
阿
南
市
高
規
格
道
路
等
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
」
お
よ
び
「
那
賀
川
渇
水
対
策

協
議
会
」
と
連
携
し
、
国
土
交
通
省
四
国
整
備
局

や
徳
島
県
、
さ
ら
に
は
中
央
省
庁
（
財
務
省
・
国

土
交
通
省
）
や
国
会
議
員
の
方
々
に
対
し
て
積
極

的
に
要
望
活
動
を
行
い
、
毎
年
、
着
実
に
必
要
な

予
算
確
保
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
の
中
、事
業
予
算
を
確
保

　

厳
し
い
国
の
財
政
事
情
（
平
成
29
年
度
政
府
予

算
は
約
97
兆
円
）
に
よ
り
、
公
共
事
業
費
は
減
少

を
続
け
、
今
年
度
予
算
は
約
６
兆
円
と
、
ピ
ー
ク

で
あ
っ
た
平
成
９
年
度
の
約
６
割
ま
で
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
今
年
度
の
県
南
地
域
の
道
路
関

係
事
業
予
算
は
、
事
業
推
進
を
図
る
た
め
に
必
要

な
費
用
と
し
て
、
平
成
21
年
度
の
約
３
・
５
倍
に

あ
た
る
約
１
１
５
億
円
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
図
①
）
ま
た
、
今
年
度
の
那
賀
川
流
域
の
河
川

事
業
予
算
は
、
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
の
予
算

が
確
保
さ
れ
、
平
成
21
年
度
の
約
７
倍
の
約
84
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
②
）

国土交通大臣へ要望

高速道路の無い地域の生の声を伝えるため、
また那賀川流域の安全安心を担保するための要望活動

徳島県南部地区関係予算の推移

0

2000
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12000

14000

0
H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

（百万円）
14,000

四国横断自動車道 桑野道路 福井道路
阿南道路 日和佐道路 牟岐バイパス

3,271

11,464
約3.5倍

図①【道路事業】
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0
H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

（百万円）
14,000

長安口ダム改造 深瀬地区築堤 加茂地区築堤
楠根・吉井地区河道掘削 河口部地震・津波対策

1,150

8,359

約７倍

図②【河川事業】

※H27で、「地震津波対策事業（全国防災枠）」制度が終了している。
※注　道路、河川ともグラフに示した予算は当初予算、補正予算等は含まれていない。
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来るべき南海トラフ巨大地震等に備え、東日本大
震災を教訓として、那賀川および派川那賀川（桑
野川）の河口部において、堤防嵩上げや液状化対
策等が進められています。また、台風や近年多発
傾向にあるゲリラ豪雨等による洪水、浸水に備え、
長安口ダム改造事業や加茂地区における築堤事業

（那賀川床上浸水対策特別緊急事業）のほか、河
道の掘削、堤防の安全性を高める対策などが進め
られています。（画像提供：国土交通省）

河川那
賀
川
流
域
の
安
全
・
安
心

を
め
ざ
し
て

　

那
賀
川
水
系
の
河
川
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

「
安
全
で
安
心
で
き
る
那
賀
川
水
系
の
未
来
が

拓
け
る
川
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、
関
係
機

関
や
流
域
住
民
と
の
情
報
の
共
有
・
連
携
を
図

り
つ
つ
、
治
水
・
利
水
・
環
境
に
関
わ
る
施
策

を
総
合
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
28
年

11
月
に
整
備
内
容
を
追
加
変
更
し
た
「
那
賀
川

水
系
河
川
整
備
計
画
」
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

那
賀
川
水
系
で
は
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に
堤
防
の
整
備
・
補
強
、
河

川
の
維
持
管
理
、
長
安
口
ダ
ム
改
造
に
よ
り
洪

水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
対
策
が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策

と
し
て
河
口
部
の
堤
防
な
ど
の
耐
震
・
液
状
化

対
策
に
対
し
て
も
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

特集 住みよいまちの実現に向けて

長
安
口
ダ
ム

改
造
事
業

　

長
安
口
ダ
ム
は
、
ダ
ム
下
流
の
洪

水
被
害
を
軽
減
す
る
洪
水
調
節
や
水

力
発
電
、
農
業
・
工
業
用
水
取
水
の

安
定
化
な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

同
ダ
ム
改
造
事
業
は
、
那
賀
川
流

域
の
洪
水
被
害
を
軽
減
す
る
と
と
も

に
、
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す

る
た
め
、
平
成
19
年
度
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
洪
水
調
節
能
力

向
上
の
た
め
の
放
流
設
備
（
ク
レ
ス

ト
ゲ
ー
ト
）
増
設
工
事
、
下
流
河
川

環
境
改
善
の
た
め
の
選
択
取
水
設
備

の
新
設
工
事
、
貯
水
池
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の
堆
砂
除
去
工
事
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

流
域
の
治
水
・
利
水
の
安

定
化
に
向
け
て

　

那
賀
川
下
流
域
で
は
、
昭
和
31
年

の
長
安
口
ダ
ム
完
成
に
よ
り
水
供
給

が
確
保
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
企
業
進

出
が
促
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
多
雨
年
と
少
雨
年
の

年
降
水
量
差
が
大
き
く
、
気
象
変
動

の
影
響
に
よ
り
、
平
成
17
年
、
19
年
、

21
年
、23
年
、25
年
、29
年
と
記
録
的

ぶ
工
業
被
害
額
と
な
っ
た
た
め
、
国

へ
向
け
て
、
長
安
口
ダ
ム
改
造
の
早

期
実
現
を
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
将
来
に
わ
た
り
貯
水

池
機
能
の
保
全
を
行
う
た
め
、
下
流

土
砂
還
元
を
前
提
と
し
た
適
切
な
排

砂
管
理
に
必
要
な
、
堆
砂
除
去
土
砂

運
搬
設
備
（
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
等
）

の
整
備
を
行
う
こ
と
が
平
成
28
年
に

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
安
口
ダ
ム
改
造
事
業
が
、
計
画

通
り
に
事
業
を
進
め
ら
れ
一
日
も
早

い
完
成
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
長
期

的
堆
砂
対
策
を
推
進
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
下
流
域
の
地
元
と
し
て
、

各
関
係
機
関
へ
積
極
的
な
要
望
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

な
渇
水
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
流
域
の
治
水
・
利
水
の
中

核
を
担
う
長
安
口
ダ
ム
の
堆
積
土
砂

は
、
建
設
当
時
に
想
定
し
た
堆
砂
量

の
約
３
倍
に
達
し
、
堆
砂
量
の
増
加

が
ダ
ム
貯
水
池
容
量
を
維
持
し
て
い

く
上
で

の
課
題

と
な
っ

て
い
ま

す
。
特

に
平
成

17
年
の

渇
水
で

は
、68
・

５
億
円

に
も
及

国土交通副大臣へ要望

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て
お

り
、
液
状
化
に
よ
る

堤
防
の
沈
下
や
津
波

に
よ
る
浸
水
被
害
の

軽
減
を
図
る
た
め
、

那
賀
川
・
桑
野
川
に

お
い
て
、
堤
防
の
液

状
化
対
策
、
嵩
上
げ

な
ど
が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
地
震
・
津
波
対

策
事
業
」
の
対
策
必

要
延
長
11
・
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、

那
賀
川
お
よ
び
桑
野

川
の
延
長
計
約
９
・

４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

対
策
が
、
平
成
28
年

度
末
ま
で
に
完
成
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、

引
き
続
き
、
堤
防
の

液
状
化
対
策
、
堤
防

の
嵩
上
げ
な
ど
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

堤防の嵩上げ 堤防地盤の液状化対策

那
賀
川
、
桑
野
川
河
口
部

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・

津
波
対
策

　

加
茂
地
区
は
、
毎
年
の
よ
う
に
浸
水
被
害
が

頻
発
す
る
無
堤
地
区
で
あ
り
、
特
に
平
成
26
年

８
月
台
風
11
号
で
は
床
上
・
床
下
浸
水
等
の
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
那
賀
川
か

ら
の
氾
濫
に
伴
う
家
屋
浸
水
被
害
の
解
消
を
図

る
た
め
、
築
堤
事
業
が
平
成
27
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
用
地
買
収
、
築
堤
護
岸
工

事
な
ど
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

那
賀
川

床
上
浸
水
対
策

特
別
緊
急
事
業

加茂地区築堤イメージ図

長安口ダム改造
イメージ図
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特集 住みよいまちの実現に向けて

阿南市、小松島市にまたがる「那賀川地区」では、
平成８年から、農林水産省が国営総合農地防災
事業を実施しています。同事業は、農地や農業
用施設に対する災害を未然に防止し、農業用水
の水質保全を図るため、南岸堰の補修と水路の
新設・改修などを行う事業です。 

農地防災
地域医療が大きな危機に直面している今、医療
を提供する側の病院だけでなく、受ける側であ
る住民、それを支える行政が相互に協力し、地
域全体で地域の医療を支えていくことが必要と
なってきています。本市は、地域医療体制の充実・
強化を図るため「阿南医療センター」の設立を
支援しています。

地域医療
那
賀
川
地
区

農
地
防
災
事
業
の
概
要

　

徳
島
県
南
東
部
の
一
級
河
川
那
賀
川
の
下

流
域
に
展
開
す
る
那
賀
川
地
区
は
、
県
内
有

数
の
農
業
地
帯
で
、
水
稲
を
中
心
に
、
に
ん

じ
ん
、
き
ゅ
う
り
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
農

業
経
営
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
農
業
を
支
え
る
取
水
堰
や
水

路
は
、
昭
和
13
～
38
年
度
に
国
や
徳
島
県
等

に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
老
朽

化
に
よ
っ
て
安
全
性
や
機
能
が
低
下
し
、
都

市
化
の
進
展
に
よ
っ
て
生
活
雑
排
水
が
水
路

へ
流
入
し
、
水
質
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

国
営
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
改

善
す
る
こ
と
で
、
災
害
を
未
然
に
防
止
し
、

安
定
的
に
き
れ
い
な
農
業
用
水
を
約
３
０
０

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ぶ
農
地
に
運
び
、
農

業
生
産
の
維
持
や
農
業
経
営
の
安
定
化
に
貢

阿
南
市
内
の
２
つ
の

中
核
病
院
の
現
状

　

阿
南
共
栄
病
院
と
阿
南
医
師
会
中
央
病
院

と
も
に
、
医
師
の
高
齢
化
、
医
師
不
足
と
い

う
厳
し
い
事
態
に
直
面
し
、
阿
南
医
師
会
中

央
病
院
は
、
平
成
21
年
２
月
よ
り
救
急
医
療

の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
で
し

た
。

　

ま
た
、
阿
南
共
栄
病
院
は
、
施
設
の
老
朽

化
に
よ
り
一
部
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
状
況
も
重
な
り
、
今
後
、
診
療
機
能
の
低

下
や
二
次
救
急
診
療
体
制
の
縮
小
等
が
懸
念

さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

63
年
前
に
完
成
し
た
南
岸
堰
の
初
め
て
と

な
る
本
格
的
な
補
修
工
事
で
す
。
南
岸
堰

は
地
域
の
農
業
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
施

設
の
一
つ
で
す
。
南
岸
堰
に
よ
っ
て
那
賀

川
の
水
が
せ
き
上
げ
ら
れ
、
取
水
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
域
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て

い
る
水
路
に
農
業
用
水
が
安
定
的
に
運
ば

れ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
営
事
業
で
、

南
岸
堰
の
下
流
に
あ
る
北
岸
堰
を
南
岸
堰

に
統
合
し
、
地
域
の
農
業
用
水
の
ほ
ぼ
す

阿
南
市
民
お
よ
び
県
南
部

地
域
住
民
に
と
っ
て
安
心
で

き
る
地
域
医
療
体
制
の
確
保

　

平
成
25
年
11
月
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、

安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
医
療
を
確
保
す

る
た
め
、
徳
島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連

合
会
（
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
）
と
阿
南
市
医

師
会
お
よ
び
本
市
の
三
者
は
、新
病
院「
阿

南
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
に
向
け
て
、

協
議
を
開
始
し
、
本
年
４
月
か
ら
建
築
工

事
が
始
ま
り
平
成
31
年
春
の
開
院
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

べ
て
を
取
水
す
る
施
設
と
な
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
南
岸
堰
に
５
カ
所
あ
る
魚
道
に

つ
い
て
は
、
鮎
等
の
遡
上
・
降
下
に
配
慮

し
た
補
修
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
南
岸
堰
の
工
事
は
、
今
年
11
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
工
事
は
左
岸
側
（
那
賀

川
の
北
岸
側
）
か
ら
中
央
部
、
右
岸
側
へ

と
３
期
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
度

か
ら
来
年
度
に
か
け
て
は
、
左
岸
側
の
約

３
分
の
１
が
補
修
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ

Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
が
「
阿
南

医
療
セ
ン
タ
ー
」を
設
立
す

る
た
め
の
財
源
を
官
民
協
力

に
よ
り
確
保

　

本
市
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー
設
立
に
あ
た

り
、
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
に
お
い
て
多
額
の

財
源
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、国
・

県
の
財
政
支
援
の
確
保
を
図
る
な
ど
の
た

め
に
、
市
内
の
各
種
団
体
お
よ
び
関
係
機

関
な
ら
び
に
隣
接
自
治
体
に
広
く
呼
び
掛

け
て
、「
阿
南
市
地
域
医
療
確
立
対
策
協

議
会
」
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

協
議
会
の
要
望
活
動
の
成
果

　

協
議
会

は
、
医
療

セ
ン
タ
ー

の
財
源
確

保
の
た
め

に
県
知

事
、
財
務

省
を
は
じ

め
、
厚
生

労
働
省
、

地
元
選
出

国
会
議
員
等
へ
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

県
に
お
い
て
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
を
県
の
「
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
事
業
計
画
」
に
盛
り
込
ん
で
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
国
に
対
し
、
新
病
院
財
源

確
保
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
10
月
に
協
議
会
が
厚

生
労
働
省
へ
要
望
し
た
際
に
は
、
厚
生
労

働
副
大
臣
か
ら
は
、「
国
の
施
策
に
沿
っ

た
全
国
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
よ
う
な

新
病
院
の
設
立
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
も
精
一
杯
の
支
援
を
し
て
い
き
た

い
」
と
の
力
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
要
望
活
動
が
実
を
結
び
、

医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
は
、
平
成
27
年

度
10
億
円
、
平
成
28
年
度
も
10
億
円
と
県

の
要
望
額
ど
お
り
の
交
付
金
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
今
年
度
は
15
億
円
の
要
望
を

し
、
３
年
間
で
総
額
35
億
円
の
交
付
金
の

確
保
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
が
、

官
民
一
体
・
地
域
総
ぐ
る
み
で
医
療
セ
ン

タ
ー
財
源
確
保
の
た
め
の
要
望
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
病
院

整
備
に
対
す
る
国
・
県
の
深
い
ご
理
解
を

得
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

の
後
、
南
岸
堰
の
す
べ
て
の
改
修
が
完
了

す
る
の
は
、
平
成
32
年
度
の
見
通
し
で
す
。

　

な
お
、
市
で
は
小
松
島
市
と
共
に
、
農

林
水
産
省
お
よ
び
財
務
省
に
提
言
活
動
、

ま
た
国
会
議
員
に
対
し
ま
し
て
も
、
要
望

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
と
い
た
し
ま
し
て
、
事
業
予
算
、
事

業
所
人
員
も
そ
れ
ぞ
れ
増
加
い
た
だ
き
、

本
事
業
の
完
了
に
向
け
て
順
調
に
進
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

国
営
事
業
で
は
、
那
賀
川

中
流
部
に
位
置
す
る
南
岸
堰

の
補
修
や
18
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
る
水
路
の
新
設
（
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
化
）
と
改
修
な

ど
が
行
わ
れ
、
平
成
33
年
度

に
事
業
を
完
了
す
る
予
定
で

す
。事

業
完
了
へ

向
け
て
工
事
も

佳
境
に

　

本
事
業
は
平
成
33
年
度
の

完
了
に
向
け
て
、
工
事
が
佳

境
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
南
岸
堰
の
補

修
工
事
、
那
賀
川
北
岸
の
開

水
路
（
坂
野
、
今
津
、
平
島
）

の
一
部
区
間
の
補
修
工
事
や

南
岸
の
管
水
路
工
事
等
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

阿南医療センター外観イメージ図

厚生労働副大臣へ要望

南岸堰改修後イメージ図 南岸堰改修前
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※医師数については、年度末時点での常勤医師数です。

阿南市内で発生した救急搬送数の病院別推移医師数の推移
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